
情報処理学会論文誌 Vol.66 No.2 334–342 (Feb. 2025)

選択肢表示のズレが選択行動に及ぼす影響
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概要：ユーザの意図しない行動を誘導するダークパターンの使用はますます広がっており，これまでにも
そうしたダークパターンの検出やダークパターンへの対抗策に関する研究が行われている．しかし，ダー
クパターンの中には，自然なユーザインタフェースであるかのように振る舞いながら，ユーザを誘導する
ようなものも存在すると考えられる．そこで我々は，公平に見えて誘導するデザインの 1つとして，シス
テムの問題や通信遅延によって生じる選択肢表示のズレ（時間差表示）に着目した．選択肢の時間差表示
には 2種類あり，ある選択肢が他よりも早く表示される場合と，他よりも遅く表示される場合がある．本
研究では前者を先行表示，後者を遅延表示と呼び，それらの選択誘導効果を検証した．実験の結果，先行
表示には選択誘導効果がみられた一方で，遅延表示には選択誘導効果がみられなかった．また，先行・遅
延表示の両方において，時間差表示を行う位置や時間差の長さによって選択誘導効果は変化する可能性が
示唆された．
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Abstract: The use of dark patterns that induce unintended user behavior is increasing, and research has
been conducted on detecting dark patterns and countermeasures against them. However, some dark patterns
may seem natural even though they guide users. In this study, we focused on the discrepancy of options
display (time-lag display) caused by system issues or communication delays as one of the designs that appear
fair but guide the user. There are two types of time-lag display: displaying an option earlier than others, and
displaying an option later than others. In this study, we referred to the former as the preceding display and
the latter as the delayed display and examined their effects on user choice inducement. The experimental
results showed that the preceding display had a choice inducement effect, while the delayed display did not.
Furthermore, we found that the choice inducement effect could vary depending on the position of the time-lag
display and the length of the time difference for both preceding and delayed displays.
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1. はじめに

多くのウェブサイトやアプリケーションがダークパター
ンを使用しており，それによる消費者トラブルも増えてい
る．ダークパターンとは，サービスの提供者に利益をもた
らす行動をとるようにユーザを誘導するインタフェースデ
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ザインのことで，2010年に Brignull [1]によって定義され
た．ダークパターンの中には，色を変えることでユーザに
選ばせたい選択肢を目立たせるものや，商品の在庫が少な
いことを知らせてユーザに購入を促すものがある．こうし
たデザインは広く使用されているが，多くのユーザはダー
クパターンに気づかないことが報告されている [2]．また，
ユーザがダークパターンの存在を意識していたとしても，
行動が誘導されうることが示されている [3]．
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図 1 先行表示（上）と遅延表示（下）
Fig. 1 The preceding display (Top) and the delayed display (Bottom).

これまで，SNS [4]やEコマースサイト [5]，動画配信サー
ビス [6]，ビデオゲーム [7]など，様々なプラットフォーム
においてダークパターンが発見されている．ここで，ボタ
ンの色や初期値を誘導するものに設定したり，アニメー
ションなどを用いてユーザを誘導するといったように，視
覚的に分かりやすいダークパターンは発見が容易である．
一方，一見すると誘導していない自然なインタフェースで
あるように見えて，実際はユーザの行動を操作するインタ
フェースデザインも存在していると考えられる．
公平に見えてユーザの行動を誘導するデザインについ

て，Yokoyamaら [8]は，選択肢の表示前に視線を誘導す
るプログレスバーを提示すると，その後の選択傾向に偏り
が生じることを明らかにしている．この研究のように，悪
意のないデザインに見えながら，ユーザの選択行動に影響
を与えるものは他にも存在すると考えられる．たとえば，
ウェブにおいては，通信遅延によって画像が遅れて表示さ
れたり，表示されるコンテンツの順番が変化したりするこ
とがある．このような表示のズレがショッピングサイトや
投票サイトで生じると，ユーザの購買行動や選択行動は影
響を受ける可能性がある．
そこで本研究では，選択肢の時間差表示に着目し，時間

差表示が選択行動に及ぼす影響を明らかにする．ここで，
時間差表示には 2種類あり，選択肢の 1つを他よりも早く
表示する場合と，反対に他よりも遅く表示する場合がある
（図 1）．本研究では，前者を「先行表示」，後者を「遅延表
示」と呼ぶ．また，2つをまとめて「時間差表示」と呼ぶ．
我々は，「6択の選択肢のうち 1つを時間差表示すると

き，人は時間差表示された選択肢を選びやすい」という仮
説をたて，クラウドソーシングを用いた大規模な実験に
より，先行表示と遅延表示の誘導効果を検証した．これ
まで我々が時間差表示の誘導効果を検証した結果は，文
献 [9], [10], [11]で報告している．本稿では，それらの結果
を整理し，より詳細に分析を行った．
本研究の貢献は以下のとおりである．

• 選択肢の時間差表示の誘導効果を実験により検証し，
先行表示は誘導効果がある一方で，遅延表示には誘導
効果がない可能性を示した．

• 先行表示と遅延表示の誘導効果はどちらも，時間差表
示を行う位置や時間差の長さによって変化する可能性
を示した．

2. 関連研究

2.1 ダークパターン
ダークパターンは多くのサービスで使用されており，

Gunawanら [12]は，オンラインサービスの人気度とダー
クパターンの使用には弱い相関があることを示した．Di

Geronimo ら [2] は，240 の人気モバイルアプリのうち約
95%にダークパターンが含まれていることを明らかにし，
Hidakaら [13]は日本で人気のある 200のモバイルアプリ
を分析し，1アプリあたり平均 3.9個のダークパターンが存
在することを明らかにした．Mathurら [14]は，ダークパ
ターンを抽出するためのウェブクローラを開発し，11,000

以上のショッピングサイトから 1,818件のダークパターン
を発見した．
ダークパターンがユーザに及ぼす影響について，Luguri

ら [15] は，ダークパターンが実際にユーザの行動を誘導
するのに有効であることを示し，ユーザは強引なダークパ
ターンに対して否定的な感情をいだくが，軽度のダークパ
ターンに対してはそのような感情をいだかないことを明
らかにした．Bhootら [16]は，300人の実験参加者全員が
ダークパターンに遭遇すると苛立ちを感じたことを報告し
ており，Grayら [17]は高齢者と比べて若い人は，ダークパ
ターンに対して苛立ちを感じる割合が高いことを示した．
ダークパターンへの対抗策について，Sinら [18]は，内

省・延期・気晴らしによって，衝動買いを促すダークパター
ンがユーザに及ぼす影響を低減できることを示した．ま
た，Schäferら [19]は，3つのダークパターンに対する 6つ
の視覚的な対策の効果を検証し，ダークパターンの種類に
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よって有効な対策が異なることや，ユーザによって好みの
対策が異なることを明らかにした．
ダークパターンの検出について，Mansurら [20]は，ウェ

ブとモバイルアプリケーション両方の UIにおけるダーク
パターンの自動検出に取り組み，平均 F値 0.65を達成し
た．また，ウェブ UIのみでは平均 F値が 0.79，モバイル
UIのみでは平均 F値が 0.60であったことから，ウェブと
モバイルにおけるダークパターンの種類は異なることを示
した．Chenら [21]は，モバイルUIにおけるダークパター
ンの自動検出を行い，平均 F値 0.79を達成した．さらに，
UIのスクリーンショットを入力すると，それに含まれて
いるダークパターンの種類と位置をユーザに知らせるツー
ルを実装した．
このように，ダークパターンに関して様々な研究が行わ

れているが，公平に見えてユーザの行動を誘導する可能性
のあるインタフェースについての研究は十分に行われてい
ない．本研究は，選択肢の時間差表示に着目し，その誘導
効果を検証する．

2.2 選択誘導
Wilsonら [22]は，テーブルの上に並べた 4つの同じ商

品の選択率を調べ，右側の商品が選ばれやすいことを明ら
かにした．一方，Valenzuelaら [23]は，ディスプレイ上で
は中央にある選択肢が選ばれやすいことを明らかにした．
また，Uekiら [24]は，PCでは中央の選択肢が，モバイル
端末では右の選択肢が選ばれやすい可能性を示した．
このように，選択肢の位置によって選ばれやすさは異な

ることが分かっている．本研究は選択肢の時間差表示に注
目するものであるが，時間差表示を行う選択肢の位置に
よって誘導効果は変化する可能性がある．そのため，本研
究では時間差表示の選択誘導効果と，位置による誘導効果
の変化について分析する．
人の視覚特性にはポップアウトと呼ばれるものが存在

し，人は複数の同じ視覚刺激群の中に 1つだけ異なる視覚
刺激が存在すると，その刺激を即座に知覚することができ
る．ポップアウトする刺激には，色や長さ，大きさ，運動
などがあり [25]，Maljkovicら [26]は，人はポップアウト
しているものを意識的に無視することができないことを示
している．また，Hosoyaら [27]は，ポップアウト機能を
持つサイネージ型自動販売機を用いて実験を行い，ポップ
アウトした商品は選ばれやすいことを示している．
複数選択肢のうち 1つを時間差表示することはポップア

ウトの一種であると考えられるが，時間差表示が選択行動
に及ぼす影響は明らかになっていない．本研究は，6つの
選択肢のうち 1つを時間差表示したときの選択行動につい
て分析し，時間差表示が選択行動に及ぼす影響を明らかに
する．

3. 実験

本研究では，「6択の選択肢のうち 1つを時間差表示する
とき，人は時間差表示された選択肢を選びやすい」という
仮説のもと，選択肢の時間差表示が選択行動に与える影響
を明らかにする．時間差表示の誘導効果を検証するため，
簡単に答えられる質問に対して 6つの選択肢を用意し，実
験参加者に用意した選択肢の中から答えを 1つ選んでもら
う実験を行う．なお，先行表示と遅延表示の誘導効果をそ
れぞれ独立して検証するために，実験は 2回（先行表示の
誘導効果のみを検証する実験と，遅延表示の誘導効果のみ
を検証する実験）に分けて行う．実験は，明治大学倫理審
査委員会の承認を受けている．

3.1 実験設計
我々は，時間差表示の誘導効果を検証する質問として，

「一番好きな野菜はどれですか？」や「どの国に一番行きた
いですか？」などを用意した*1．なお，このような嗜好を
問うものは，選択肢間の人気度や知名度の差によって選択
が偏る可能性があるため，使用する選択肢は著者らで協議
し，選択の偏りが生じないように選定した．
実験参加者の募集には，Yahoo!クラウドソーシングを使

用することにした．ここで，クラウドソーシングを利用し
た実験では，実験に真面目に取り組まない参加者がいる可
能性が考えられる．そのような参加者による回答データを
分析対象から除くため，我々は誘導効果を検証する質問に
加えて，ダミーの質問を設けた．ダミー質問には，「1日は
何時間ですか？」や「今は西暦何年ですか？」といった，
質問文を読めば誰でも正解可能なものを用意した．
我々は，誘導効果を検証する質問とダミー質問をそれぞ

れ 15問ずつ用意した．また，参加者が実験で検証する内
容について気づいてしまうことを防ぐため，時間差表示は
誘導効果を検証する 15問のうち 5問のみで行った．なお，
この 5問は実験参加者ごとにランダムに選んだ．さらに，
位置による選択率の偏りや質問提示の順序効果による影響
を軽減するため，選択肢の表示位置と時間差表示の実行位
置，質問の提示順序もランダムに決定した．
また，本研究では時間差表示を行う際の時間差の長さと

して，0.1，0.2，0.3秒の 3つを用意した．これは，時間差
の違いによって誘導効果が変化する可能性があると考えた
ためである．時間差表示を行う選択試行では，これら 3つ
からランダムに時間差が決定されるようにした．

3.2 実験手順
実験は，我々が実装したシステム（図 2）を使用して行

う．実験参加者が Yahoo!クラウドソーシングのページを

*1 実験で使用した質問は https://github.com/yuichiroooo/
ChoiceExperimentQuestions に公開している．
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図 2 実験に使用したシステム．Vue.js と PHP を使用して実装した
Fig. 2 The experimental system that we implemented using Vue.js and PHP.

図 3 各質問における選択肢ごとの選択率のばらつき
Fig. 3 Variability in selection rates for each option across questions.

通じて実験システムにアクセスすると，システムは最初に
実験の説明ページを表示する．説明ページには，PCを使
用して実験を行うことや，実験中はブラウザの戻るボタン
を押さないことなどの指示が記載されている．
説明ページを読み終えボタンを押すと，質問ページへと

遷移し，図 2 のように質問内容とボタンが表示される．そ
して，質問ページのボタンを押すと選択ページへ遷移し，
6つの選択肢が表示される．このとき，選択誘導を検証す
る 15の質問のうち 5問においては，選択肢の 1つが時間
差表示される．実験参加者が答えを選ぶと，再び質問ペー
ジへ遷移し，次の質問内容が表示される．実験参加者は，
これを 30回（選択誘導を検証する 15問，ダミーの 15問）
繰り返す．実験参加者が 30試行終えると，システムは実
験の終了を通知する．
我々は各選択試行において，実験参加者 ID・現在の試

行数・選択時間・質問内容・各選択肢の表示位置・選ばれ
た選択肢・時間差表示を行った位置・時間差の長さを取得
し，それらを分析に使用した．

4. 結果

4.1 データ処理
先行表示の実験と遅延表示の実験は，それぞれ 2,000名

（男性 1,000名，女性 1,000名）ずつ実験協力を依頼した．
我々は得られたデータの分析を行う前に，分析対象として
適切でない実験参加者によるデータを除外した．具体的に

は，15のダミー質問のうち 2問以上が不正解だった人，平
均選択時間が 1秒以下あるいは 10秒以上だった人，同じ
位置のみを選び続けた人によるデータを除外した．除外の
結果，先行表示では 1,489名（男性 775名，女性 714名），
遅延表示では 1,487名（男性 774名，女性 713名）のデー
タが分析対象となった．
選択誘導を検証する質問において，選択肢間の人気度の

差による選択率の偏りが生じているか確かめるため，各質
問における選択肢ごとの選択率を求めた．なお，ここでは
時間差表示による影響を排除するため，時間差表示を行わ
なかったときのデータのみを用いた．また，実験は 6択で
行ったため，各選択肢が選ばれる期待値は 16.67%である．
図 3 より，6つの質問（パン・数字・屋台・そば・山・

元素）では，特定の選択肢に大きく選択が偏っていた．時
間差表示の誘導効果を検証するためには，選択の偏りがで
きるだけ小さいことが望ましいため，これらの質問におけ
るデータは分析対象から除外した．そして，残りの 9つの
質問（花・果物・国・世界遺産・野菜・パスタ・動物・ケー
キ・料理）におけるデータを分析に使用した．
以上より，最終的な分析対象のデータ数は，先行表示が

13,404件（先行表示あり 4,446件，先行表示なし 8,958件），
遅延表示が 13,386件（遅延表示あり 4,358件，遅延表示な
し 9,028件）となった．
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表 1 時間差表示した選択肢の選択率
Table 1 Selection rates for options displayed

with time-lag.

時間差（s） 先行表示（%） 遅延表示（%）
0.1 18.09 17.33

0.2 19.78 16.50

0.3 18.62 15.13

平均 18.83 16.31

4.2 選択率と選択時間
表 1 は，分析対象としたデータ全体における時間差表示

を行った選択肢の選択率を示している．先行表示は平均選
択率が 18.83%と期待値を上回った一方，遅延表示では平均
選択率が 16.31%であり，期待値と同程度であった．このこ
とから，「6択の選択肢のうち 1つを時間差表示するとき，
人は時間差表示された選択肢を選びやすい」という仮説に
ついて，先行表示は仮説どおりの結果となったが，遅延表
示は仮説と異なる結果となった．先行表示を行った試行数
は 4,446であるため，先行表示した選択肢の選択率 18.83%

における 95%信頼区間は約 17.65%から約 20.01%の範囲で
ある．また，遅延表示を行った試行数は 4,358であるため，
遅延表示した選択肢の選択率 16.31%における 95%信頼区
間は約 15.21%から約 17.41%の範囲である．
また，二項分布を用いると，6択の状況において特定の

選択肢の選択率が a%以上になる確率は，次のように計算
できる．なお，nは試行回数，kは試行回数の a%に相当す
る数を表す．

P (X ≥ k) = 1−
k−1∑
i=0

n!

i!(n− i)!

(
1

6

)i (
1− 1

6

)n−i

先行表示を行った試行数 n は 4,446 であるため，先行
選択肢の選択率が 18%以上になる確率は約 0.88%である
（図 4）．一方で，遅延表示を行った試行数 nは 4,358であ
るため，遅延選択肢の選択率が 16%以上になる確率は約
87.97%である（図 5）．
表 2 は，時間差表示を行わなかったとき・時間差表示を

行い対象の選択肢が選ばれたとき・時間差表示を行ったが
対象以外の選択肢が選ばれたときの 3条件における平均選
択時間を示している．ここで，選択時間とは，質問ページ
から選択ページに遷移した瞬間から選択肢が選ばれるまで
の時間を指す．
時間差表示を行わなかったときにおける，先行表示実験

の平均選択時間の標準偏差は 1.60であり，遅延表示実験で
は標準偏差が 1.58であった．
先行表示では，先行表示を行い対象の選択肢が選ばれた

ときに，先行表示を行わなかったときよりも選択時間が短
いことが分かった．また，先行表示を行ったが対象以外の
選択肢が選ばれたときには，先行表示を行わなかったとき
よりも選択時間が長いことが分かった．遅延表示について

図 4 6択の選択肢からランダムに 1つを選ぶという試行を 4,446回
（先行表示を行った回数）シミュレーションして，特定の選択
肢が選ばれた確率を求め，そのシミュレーションを 1,000 万
回繰り返したときの選択率の分布．赤色の部分は両側 2%区間
を示している

Fig. 4 Distribution of the selection rate when simulating 4,446

trials, each involving randomly selecting one out of six

choices, repeated 10 million times. The red areas rep-

resent the 2% intervals on both sides.

図 5 6択の選択肢からランダムに 1つを選ぶという試行を 4,358回
（遅延表示を行った回数）シミュレーションして，特定の選択
肢が選ばれた確率を求め，そのシミュレーションを 1,000 万
回繰り返したときの選択率の分布．赤色の部分は両側 2%区間
を示している

Fig. 5 Distribution of the selection rate when simulating 4,358

trials, each involving randomly selecting one out of six

choices, repeated 10 million times. The red areas rep-

resent the 2% intervals on both sides.

表 2 時間差表示を行わなかったときと行ったときの平均選択時間
Table 2 Average selection time with and without time-lag

display.

先行表示（s） 遅延表示（s）
時間差表示なし 4.13 4.06

時間差対象を選択 3.97 4.03

時間差対象以外を選択 4.36 4.10

は，3つの条件間で選択時間に差はみられなかった．

4.3 各位置の選択率
図 6 は，先行表示と遅延表示の各実験において，時間

差表示を行わなかったときの位置ごとの選択率を示してい
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る．時間差表示を行わなかったとき，先行・遅延の両実験
とも中央上の選択肢がやや選ばれやすかった．その他の位
置については，期待値と同程度の選択率であった．

図 6 時間差表示を行わなかったときの位置ごとの選択率（%）
Fig. 6 Selection rates (%) by position without time-lag display.

図 7 時間差表示を行った選択肢の位置ごとの選択率（%）
Fig. 7 Selection rates (%) by position with time-lag display.

図 8 先行表示した選択肢の位置ごとの選択率（%）
Fig. 8 Selection rates (%) by position for preceding options.

図 9 遅延表示した選択肢の位置ごとの選択率（%）
Fig. 9 Selection rates (%) by position for delayed options.

次に，各位置で時間差表示を行ったときに，時間差表示
した選択肢が選ばれた割合（たとえば，左上の選択肢を先
行表示したときに，左上が選ばれた割合）を図 7 に示す．
先行表示においては，6つの位置すべてで期待値を上回っ
ており，特に右下で先行表示を行ったときに選ばれやす
かった．一方，遅延表示においては，右上の選択肢を遅延
表示したときに選ばれにくく，その他の位置では期待値と
同程度であった．
時間差の長さと位置による誘導効果の変化について調べ

るため，各位置で時間差表示を行ったときに対象の選択肢
が選ばれた割合を時間差ごとに分けて求めた．図 8 より，
先行表示においては，0.2秒早く左上・左下・中央上・右下
を表示したときや，0.3秒早く中央下・右下を表示したと
きに対象の選択肢の選択率が 20%を超えた．また，選択率
が期待値を大きく下回る条件はなかった．図 9 より，遅延
表示においては，0.1秒遅く左上を表示したときや，0.2秒
遅く中央上・中央下を表示したときに対象の選択肢の選択
率が 20%を超えた．一方，0.1秒遅く右上を表示したとき
や，0.2秒遅く右上を表示したとき，0.3秒遅く右下を表示
したときは，対象の選択率が 13%を下回った．

5. 考察

5.1 時間差表示の選択誘導効果
先行表示については，先行表示した選択肢の平均選択率

が 18.83%と期待値を上回り，95%信頼区間は約 17.65%か
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ら約 20.01%の範囲であった．信頼区間に期待値（16.67%）
が含まれていないことに加え，二項分布を用いると選択率
が 18%以上になる確率は約 0.88%と非常に低く，偶然によ
るものではないと考えられるため，先行表示が選択行動を
誘導する可能性が示唆された．一方，遅延表示については，
遅延表示した選択肢の平均選択率が 16.31%と期待値と同
程度であり，95%信頼区間は約 15.21%から約 17.41%の範
囲であった．信頼区間に期待値が含まれていることに加え
て，二項分布を用いると選択率が 16%以上になる確率は約
87.97%と高い確率で生じることが示されたため，遅延表示
は選択行動を誘導しない可能性が示唆された．
先行表示と遅延表示において選択誘導効果の違いがみら

れた理由の 1つとして，初頭効果の影響が考えられる．初
頭効果とは，最初に目についたものが強く印象に残るとい
うもので，本研究で行った実験のような視覚的調査で生じ
やすいことが報告されている [28]．先行表示の場合は，先
に表示される選択肢が 1つのみであったため，その選択肢
に注意が向き，初頭効果によって強く印象に残った結果，
選ばれやすくなったと考える．一方，遅延表示の場合は，
先に 5つの選択肢が同時に提示されたため，注意が分散し
てその後に表示される選択肢が印象に残りにくかった可能
性がある．その結果，遅延選択肢の平均選択率は期待値と
同程度になったと考える．
時間差表示を行うとき，通常よりもすべての選択肢が表

示されるまでに時間がかかるため，時間差表示を行ったと
きの平均選択時間は，時間差表示を行わなかったときと比
べて長くなると予想される．実際に，先行表示した選択肢
が選ばれなかったときの選択時間は，先行表示を行わな
かったときと比べて 0.23秒長かった．しかし，先行表示し
た選択肢が選ばれたとき，平均選択時間は先行表示を行わ
なかったときよりも 0.16秒短かった．このことから，先行
表示した選択肢が選ばれたとき，実験参加者は選択行動が
誘導されて先行選択肢を選んだために平均選択時間が短く
なったと考えられる．一方，遅延表示については，遅延表
示を行わなかったとき・遅延選択肢を選んだとき・遅延選
択肢を選ばなかったときのすべてにおいて平均選択時間は
同程度であった．

5.2 位置と時間差の長さによる選択誘導効果の変化
先行表示と遅延表示の両実験において，時間差表示を行

わなかったときは中央上に表示された選択肢が他の位置よ
りもやや選ばれやすい結果となった．これは，質問ページ
（図 2）に配置していたボタンが中央にあったためであると
考える．
図 7 より，先行表示は右下で行ったときに他の位置で

行ったときよりも選択率が高く，遅延表示は右上で行った
ときに他の位置で行ったときよりも選択率が低いことか
ら，時間差表示は行う位置によって誘導効果が変化する可

能性が示された．また，図 8，図 9 より，位置と時間差の
組合せによっても選択誘導効果が変化する可能性が示され
た．たとえば，遅延表示において，時間差が 0.1，0.2秒の
ときの右上の選択率はそれぞれ 12.55%，10.53%と低いが，
0.3秒右上を遅らせたときの選択率は 16.39%と期待値程度
になっている．一方，時間差が 0.1，0.2 秒のときの右下
の選択率はそれぞれ 16.96%，17.27%と期待値程度である
が，0.3秒右下を遅らせたときは 12.61%と期待値を下回っ
ている．
このように，同じ位置であっても時間差の長さによって

選ばれやすさが変わるのには，人の視線の動きが関係して
いると考えられる．人はアルファベットの Zや Fの向きに
視線を動かすことが知られており，これらの動かし方と選
択肢の表示タイミングの噛み合いによって選択率が変化し
た可能性がある．本研究は実験時に実験参加者の視線の動
きを取得していなかったため，今後はアイトラッカーを用
いた実験を実施することで，時間差表示の選択誘導効果が
変化する理由について明らかにする予定である．

6. おわりに

本研究は，自然なインタフェースであるように振る舞い
ながら選択を誘導するダークパターンを明らかにするため，
通信やシステムの問題によって生じる時間差表示に着目し，
選択肢の 1つを早く表示する「先行表示」と，遅く表示す
る「遅延表示」の選択誘導可能性について検証した．我々
は，「6択の選択肢のうち 1つを時間差表示するとき，人は
時間差表示された選択肢を選びやすい」という仮説をたて，
クラウドソーシングを利用して大規模に実験を行った．
実験の結果，先行表示した選択肢は選ばれやすく，遅延

表示した選択肢は期待値と同程度の選ばれやすさであるこ
とが分かった．また，先行・遅延表示の両方において，選
択誘導効果は時間差表示を行う位置や時間差の長さによっ
て変化する可能性が示された．このような誘導効果の変化
には，人の視線の動きが関係していると考えられる．
今後は，位置と時間差の長さによって誘導効果が変化す

る理由を明らかにするため，アイトラッカーを用いた実験
を実施し，実験参加者の視線の動きを取得して分析する予
定である．また，本研究では 3つ（0.1，0.2，0.3秒）の時
間差を用いて時間差表示の選択誘導効果を検証したが，今
後は，より短い時間差や長い時間差も加えて誘導効果を再
検証する予定である．
謝辞 本研究の一部は JSPS科研費 JP22K12135の助成

を受けたものです．
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